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　「静かで落ち着く」「彫刻がすごい」―かつて漁村だった海神

の住宅地（海神 6-19-3）にひっそりとある龍神社。古くから海神

村の鎮守として信仰されています。本殿の壁面に彫刻が施され、

池には石造の龍が。空腹の弘法大師から芋を分けてくれと頼まれ

た老婆がそれを断り、芋が石のごとく硬くなったという伝説が残

されています。

市
独
自
の
新
た
な
事
業
者
向
け
助
成
金

子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
が
実
現

医
療
・
介
護
分
野
へ
の
早
急
な
支
援
を
！

　

市
内
７
病
院
が
船
橋
市
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
検

体
採
取
や
陽
性
患
者
の
入
院
受

け
入
れ
に
協
力
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
船
橋
市
は
４
月
21
日
に

専
決
処
分
で
こ
れ
ら
の
病
院
に

対
し
、
環
境
整
備
費
と
し
て

６
千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
２
ヶ
月
以
上
経
っ
て

も
一
切
支
払
い
が
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
問
題
を
質
し
た
と

こ
ろ
、
「
県
か
ら
の
交
付
金
と
調

整
を
図
る
必
要
が
あ
る
。」
と
の

答
弁
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
患
者
を
受
け
入
れ
た
医
療

機
関
は
、
病
床
を
確
保
す
る
た

め
に
莫
大
な
損
失
を
出
し
財
政

的
に
大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
財
政
面
で
医
療

崩
壊
が
起
き
な
い
よ
う
、
協
力

病
院
に
対
し
１
日
も
早
い
支
払

い
と
、
今
後
の
第
２
波
・
第
３

波
に
備
え
、
し
っ
か
り
と
し
た

保
障
を
求
め
ま
し
た
。

　

介
護
現
場
も
苦
労
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
、
利
用
控
え
が
起

き
、
経
営
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

低
す
ぎ
る
介
護
報
酬
に
よ
り
常

に
財
政
的
余
裕
の
な
い
事
業
所

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療

だ
け
で
な
く
、
船
橋
市
と
し
て

も
介
護
分
野
へ
の
物
的
支
援
、

財
政
支
援
が
必
要
で
す
。

8月19日（水）
9月17日（木）

　

第
２
回
定
例
議
会
（
５
月
22

日
～
６
月
10
日
）
と
第
１
回
臨

時
議
会
（
６
月
25
日
～
６
月
30

日
）
が
行
わ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
の
た
め
の
補
正
予
算
を
審

議
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
定
例
議
会
の
補
正
予

算
で
は
、
莫
大
な
損
失
を
出
し

て
い
る
感
染
患
者
受
け
入
れ
病

院
や
、
ひ
と
り
親
世
帯
・
低
所

得
世
帯
へ
支
援
が
な
い
こ
と
、

支
援
が
届
か
な
い
中
小
事
業
者

対
策
な
ど
深
刻
な
問
題
が
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

と
し
て
さ
ら
な
る
補
正
予
算
を

国
の
臨
時
交
付
金
44
億
円
や
市
の
財
政
力
を

活
か
し
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。
臨
時
議
会

に
は
こ
れ
ら
の
問
題
が
改
善
さ

れ
る
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
子
ど
も
の
安
全
と
学

び
を
保
障
す
る
教
育
環
境
確
保

や
、
保
健
所
の
強
化
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
拡
充
、
国
の
特
別
定
額

給
付
金
対
象
外
の
今
年
４
月
28

日
以
降
の
新
生
児
へ
の
支
援
が

必
要
で
す
。
ま
た
「
行
革
」
で

す
す
め
て
い
る
国
保
料
や
下
水

道
料
、
公
民
館
使
用
料
な
ど
の

値
上
げ
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

　

船
橋
市
は
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交

付
金
約
44
億
円
の
う
ち
、
約

22
億
円
し
か
予
算
化
し
て
い
ま

船橋市議会

　

自
粛
や
休
業
等
に
よ
り
売
り

上
げ
（
収
入
）
が
減
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
方
か
ら
の
相
談
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
国

の
「
持
続
化
給
付
金
」（
売
り
上

げ
が
前
年
同
月
比
で
50
％
以
上

減
が
対
象
）
な
ど
の
補
償
制
度

は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
補
償
の

対
象
に
な
ら
ず
に
制
度
の
狭
間

で
苦
し
ん
で
い
る
方
が
多
数
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
で
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
「
直
ち
に
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
「
い
つ
ま
で
に
結
論
を

　

経
済
的
に
厳
し
い
子
育
て
世

帯
（
０
歳
～
高
校
生
等
※
の
い

る
世
帯
）
へ
の
市
独
自
の
給
付

金
が
実
現
し
ま
し
た
。
国
の
制

度
と
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
高
校
生
等
＝
２
０
０
２
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
、

ま
た
は
一
定
の
障
害
が
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
の
方
。

◆
ひ
と
り
親
世
帯
（
国
の
制
度
）

　

児
童
扶
養
手
当
を
利
用
し
て

い
る
か
、
利
用
で
き
る
く
ら
い

の
水
準
の
世
帯
。
ま
た
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
家
計
が
急
変

し
直
近
の
収
入
が
そ
れ
く
ら
い

の
水
準
に
下
が
っ
た
な
ど
。

　

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以

降
一
人
に
つ
き
３
万
円
。
一
定

の
条
件
で
追
加
給
付
あ
り
。

せ
ん
。
財
源
調
整
基
金
も
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
等
で
４
億
円
取

り
崩
し
た
も
の
の
、
２
０
１
９

年
度
決
算
剰
余
金
か
ら
23
億
円

が
積
み
増
し
に
な
り
、
95
億
円

と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
財
政
力
を
活
か
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

出
す
の
か
」
と
質
し
た
と
こ
ろ

「
６
月
中
旬
に
は
何
ら
か
の
支
援

策
を
報
告
で
き
れ
ば
」
と
い
う

答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

臨
時
議
会
で
は
国
の
「
持
続

化
給
付
金
」
の
対
象
と
な
ら
な

い
市
内
業
者
へ
の
助
成
金
「
事

業
継
続
支
援
助
成
金
」（
売
上
減

少
率
20
％
～
50
％
未
満
･
従
業
員

数
に
応
じ
20
万
～
50
万
円
）
の

予
算
を
成
立
さ
せ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
農
業
者

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　

商
工
振
興
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

４
３
６
―
３
３
２
０

◆
経
済
的
に
厳
し
い
子
育
て
世

帯
（
市
独
自
）

　

就
学
援
助
を
利
用
し
て
い
る
、

ま
た
は
利
用
で
き
る
く
ら
い
の

水
準
の
世
帯
。
ま
た
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
家
計
が
急
変
し
、

直
近
の
収
入
が
そ
れ
く
ら
い
の

水
準
に
下
が
っ
た
な
ど
。

　

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以

降
一
人
に
つ
き
３
万
円
。
生
活

保
護
利
用
世
帯
は
１
世
帯
８
千

円
。

【
問
合
せ
先
】 

児
童
家
庭
課

ひ
と
り
親
世
帯

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

４
３
６
―
３
３
１
６

経
済
的
に
厳
し
い
子
育
て
世
帯

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

４
３
６
―
２
５
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
共
通
）

　
　
　
　

 

４
３
６
―
２
３
１
５
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
繰
り
返
し

要
望
書
を
提
出

安
心
、
安
全
な
教
育
環
境
の
確
保
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

と
も
な
っ
て
、
日
本
共
産
党
市

議
団
は
、
医
療
機
関
や
介
護
・

福
祉
事
業
所
、
商
店
街
や
商
工

団
体
の
み
な
さ
ん
、
教
育
関
係

者
、
子
育
て
世
代
の
方
々
か
ら

実
態
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
多
く
の
市
民
か
ら
相
談
や

要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
も
と
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
要
望
を
文
書
に
ま
と
め
、

船
橋
市
長
や
教
育
長
に
５
回
、

提
出
し
対
策
の
強
化
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
支
援
や
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
拡
充
、
中
小
企
業
者
支

援
、
集
団
感
染
が
起
き
た
北
総

育
成
園
対
策
、
学
校
休
業
中
や

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
学
校
で

は
感
染
症
対
策
と
し
て
毎
日
の

消
毒
、
清
掃
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
今
ま
で
に
な
い
多
く
の
業

務
が
生
じ
、
先
生
や
職
員
が
業

務
を
任
さ
れ
、
多
忙
化
し
て
い

ま
す
。
消
毒
、
清
掃
な
ど
に
携

わ
る
職
員
を
最
低
で
も
各
校
1

再
開
後
の
対
策
、
妊
産
婦
支
援
、

市
役
所
職
員
の
体
制
、
介
護
・

福
祉
事
業
支
援
、
給
食
食
材
業

者
救
済
、
白
内
障
助
成
の
期
間

延
長
な
ど
幅
広
く
取
り
上
げ
、

市
政
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

人
配
置
す
る
事
を
求
め
ま
し
た
。

掃
除
機
な
ど
の
備
品
の
購
入
も

求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
船
橋
市
で
は
「
公
共

施
設
の
利
用
再
開
に
む
け
て
の

基
本
的
な
基
準
」
を
発
表
し
、

対
人
距
離
を
１
・
５
ｍ
と
す
る
等

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
学
校

船橋市議会 第２回定例会　　意見書と主な陳情への態度 共
産
：
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
自
由
：
自
由
市
政
会
（
12
人
）
、

公
明
：
公
明
党
（
10
人
）
、
民
主
：
市
民
民
主
連
合
（
８
人
）
、

自
民
：
自
由
民
主
党
（
７
人
）
、
真
政
：
真
政
会
（
３
人
）
、

み
ら
い
：
み
ら
い
＠
船
橋
（
２
人
）
、 

無
所
属
（
３
人
）
：
は
・
小
・

今
＝
議
員
の
頭
文
字

退
：
退
席
、
○
：
賛
成
、
×
：
反
対

内　容 結果 共産 自由 公明 民主 自民 真政 みらい 無所属

意
見
書

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書（日本共産党提出） 否決 ○ × × ○ × ○：２
×：１ ○ ○

主
な
陳
情

オスプレイの木更津配備に関する陳情書 不採択 ○ × × ○：４ 
退：４ × × ○ ○：は･今

×：小

「行・財政改革推進」事業の凍結・中止を求める陳情 不採択 ○ × × ○：１
×：７ × × ○ ○：は

×：今・小

「新型コロナウイルス感染症」対応にかかわる市内中小業者への
「支援金」拡大・充実を求める陳情書

不採択 ○ × × ○：４
×：４ × × ○ ○

「最低賃金の改善と中小企業支援の充実を求める陳情書」
の採択を求める陳情書

不採択 ○ × × ○：２
×：６ × × ○ ○：は・今

×：小

　コロナ禍で市民生活も景気も落ち込む中、船橋市は「行財政
改革（＝行革）」の看板で市民への負担増を推し進めています。
今年度は国保料・下水道料金・公共施設の使用料の値上げや、
運動公園・法典公園の駐車場有料化を行うという、あまりに冷
たい姿勢です。
　６月議会には「平和・民主・革新をめざす船橋の会」が行革
の凍結・中止を求める陳情を提出しました。審議された６月２
日の総務委員会で、市は「新型コロナ対策の財源確保という意
味でも行革が必要」と中止を拒否しましたが、新型コロナ対策
というなら負担増を中止すべきです。全国では下水道料金を減
免する自治体が相次ぎ、立川市は国保料の値上げを中止しまし
た。船橋市にも、市民の苦境に寄り添う覚悟が求められます。

オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い
！

市
民
の
共
同
が
自
治
体
を
後
押
し

　

陸
上
自
衛
隊
が
、
木
更
津
に

「
暫
定
」
配
備
し
た
輸
送
機
オ
ス

プ
レ
イ
に
つ
い
て
、
県
の
内
外

で
、
配
備
撤
回
を
求
め
る
運
動

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
で
陸
上
自
衛
隊
習
志
野

演
習
場
に
飛
来
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
船
橋
市
・
八
千
代
市
・

習
志
野
市
も
市
長
の
連
名
で
、

「
木
更
津
駐
屯
地
へ
の
陸
上
自
衛

隊
オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
に
関

す
る
要
請
書
」
を
、
河
野
防
衛

大
臣
に
提
出
し
、
運
用
や
機
体

の
安
全
性
・
生
活
環
境
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
充
分
に
説
明
す

る
よ
う
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
１
機
は
７
月
10
日
に

到
着
。
荒
天
を
理
由
に
、
２
度

に
わ
た
っ
て
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　

急
き
ょ
、
日
程
変
更
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
日
も

１
５
０
人
を
越
え
る
住
民
が
集

ま
り
、
「
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な

い
！
」
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

過
労
死
ラ
イ
ン
の
保
健
所

検
査
体
制
と
と
も
に
抜
本
的
強
化
を

　

船
橋
市
で
も
保
健
所
体
制
の

拡
充
が
急
務
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
、

過
労
死
ラ
イ
ン
で
あ
る
月
80
時

間
以
上
の
残
業
を
し
た
職
員
は

４
月
、
21
人
。
あ
る
職
員
は
月

１
９
４
時
間
も
の
残
業
に
。
常

勤
職
員
を
増
や
す
べ
き
と
い
う

日
本
共
産
党
の
主
張
に
、
市
は

「
庁
内
か
ら
の
応
援
で
負
担
軽
減

を
図
る
」
と
消
極
的
で
す
。
こ

れ
で
は
深
刻
な
過
重
労
働
が
解

消
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
第
２
、
３
波
に
備
え
た
検

査
体
制
の
強
化
も
急
務
で
す
。

保健所：残業時間ごとの職員数
（時間外労働＋休日勤務時間）

※管理職を除く

２月 ３月 ４月
45時間以上 13人 32人 72人

内 80 時間以上 ５人 11人 21人

内100 時間以上 ３人 6人 11人

は
例
外
で
、
こ
の
距
離
は
確
保

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

保
護
者
、
児
童
生
徒
か
ら
は

少
人
数
学
級
の
実
施
、
夏
休
み

は
減
ら
さ
な
い
で
ほ
し
い
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
斉
休
校
に
伴
う
給
食
食
材

納
入
業
者
へ
の
補
償
問
題
も
あ

り
、
課
題
は
山
積
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
教
育
環

境
の
改
善
を
要
望

し
ま
し
た
。

船
橋
市
は
、
市
保
健
所
の
検
査

可
能
数
が
通
常
一
日
90
検
体
と

い
っ
て
い
ま
す
が
、
足
り
ま
せ

ん
。
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
な
ど
大

規
模
検
査
を
可
能
と
す
る
た
め
、

倍
化
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
外

部
へ
の
依
頼
、
唾
液
検
査
や
抗

原
検
査
、
短
時
間
で
可
能
な
検

査
を
検
討
と
言
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
予
算
確
保
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

新型コロナ対策というなら
「行革」看板にした負担増は中止せよ


